
 

1 

 

算数科学習指導案 

 

広島市立〇〇小学校  

教諭  〇〇 〇〇  

１ 日 時   令和〇年〇月〇日（〇）～〇月〇日（〇） 

２ 場 所   5 年〇組教室 

３ 学年・組   第 5 学年〇組 〇名 

４ 単 元 名   「比べ方を考えよう⑴」（単位量あたりの大きさ） 

５ 単元のねらい 

⑴ 算数科の単元目標 

・ 異種の二つの量の割合として捉えられる数量について、速さなど単位量当たりの大きさの意味及

び表し方について理解するとともに、速さや単位量当たりの大きさを求めたり比べたりする技能を身

に付けるようにする。 

・ 異種の２量の割合として捉えられる数量の関係に着目し、変化や対応の特徴を見いだして、単位

量当たりの大きさを用いた比べ方や表し方について図や式を用いて考える力を養う。 

・ 単位量当たりの大きさの意味や表し方を、数学的表現を用いて考えた過程を振り返り、多面的に

粘り強く考えたり、今後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。 

 

⑵ 育てたい情報活用能力 

・ 見いだした問題に対して、解決の方法を考えている。【情報の活用の見通し】 

 

６ 児童の実態と単元設定の理由 

⑴ 児童の実態 

（略） 

⑵ 単元設定の理由 

本単元は、小学校学習指導要領（平成 29 年告示）第 5 学年〔Ｃ変化と関係〕Ｃ(２)「異種の二つの量

の割合」に位置付けられている。主なねらいは、異種の二つの量の割合として捉えられる数量の比べ方

や表し方を理解し、その数量を求めるとともに、目的に応じて大きさを比べたり表現したりする方法を

日常生活に生かすことができるようにすることである。 

また、本単元における情報活用場面では、情報の活用の見通しとして、a.どこから情報を収集するか

を考えること、b. どのような情報を収集するかを考えること、c.どのように情報を整理するかを考える

ことが大切となる。 

本単元は、日常の題材を扱いやすいため、身近な問題に取り組むことで数量に関わる問題を主体的に

学ぶことができ、今後の日常生活に活用しやすい単元である。また、問題の解決に向けた情報の収集や

整理が必要であり、表や数直線を解決の手立てにしやすいため、情報の活用の見通しをもたせやすい単

元である。 

 

７ 指導の工夫 

指導にあたっては、単元のねらいの達成のために、問題解決を自ら進めることができるようにさせたい。

そこで、以下の指導の工夫を行う。 

⑴ シンキング・サイクル 

児童が問題解決を自ら進めるためには、問題の解決に向け、どのよう

な情報を収集したり、どのように整理したりするかを検討し、計画する

といった情報の活用の見通しをもつことが必要である。そこで、本単元

では、情報の活用の見通しをもつために不可欠であるシンキング・サイ

クル（図１）を用いる。シンキング・サイクルとは、A.課題の設定→B.

情報の収集→C.整理・分析→D.まとめ→E.説明・発表の五つのステップ

と、随時、適切に行うF.ふり返りや評価を含めた学習過程のモデルであ

る。シンキング・サイクルを意識化させ、振り返りながら行う学習を毎

時間繰り返すことで、情報の活用の見通しをもつことができるようにす

る。 
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⑵ シンキング・サイクルに基づいた学習シート 

児童が意識的にシンキング・サイクルを働かせることができ

るよう、学習シート（図２）を用いることとする。この学習シ

ートを用いて授業のはじめに学習の流れを計画し、思考の流れ

を可視化する。そして、授業の終末において A～E の五つのス

テップの振り返りを行っていくことで次時の計画を立てる際に

改善し、見通しがもてる。また、「A.課題の設定」場面で情報

の活用の見通しを立て、それ以降の場面で見通しを修正するこ

とができるように、児童が問題解決を終えた際にその過程を記

したノート写真を貼付し、クラウドによって可能となる共同編

集機能を用いて学習内容を共有できるようにする。なお、学習

シートを活用するにあたり、以下の３点に留意することとする。 

(ⅰ) シンキング・サイクルの理解を促す段階的な指導 

本単元を通して、学習シートを用いた段階的なシンキング・サイクルの理解を促す指導を行うこと

で、シンキング・サイクルを意識的に働かせることができるようにする。具体的には、各小単元前半

において、学習シートの記入例を教師が提示することで、内容のめあてやゴール等、各項目の意味を

理解し、学習シートを活用する素地を養う。各小単元の後半では、児童が多様な計画を立てられる問

題を設定し、自ら情報の活用の見通しをもつことができるようにする。 

(ⅱ) 学習シートを用いた対話場面の設定 

情報の活用の見通しをもつ助けとなるよう、学習シートを Google スライドで作成し、児童がいつ

でも互いの学習シートを見合うことができるようにする。作成した学習シートを基に、各自が考えた

情報の活用の見通しについての対話場面を設ける。このとき、「なぜ、そうしたのか。」等の質問文

型を示しておくことで、自分の学習シートと比較して違いを見付け、質問できるようにし、計画の確

認、共有のみで終わらないようにする。 

(ⅲ)  小単元末における日常生活に即した問題設定 

シンキング・サイクルを働かせ、情報の活用の見通しを立て、修正しながら学習内容が定着でき

るよう、小単元末において日常生活に即した問題を設定する。具体的には、第一次で、こみぐあいや

人口密度の学習を行い、学習した内容を生かした「広島市における各区の人口密度の順番は？」とい

う問題を設定する。第二次では、速さの学習を行った後、「広島市内を自転車で旅行するには？」と

いう問題を設定する。このように、小単元末にて、日常生活に即した問題を設定し、シンキング・サ

イクルを繰り返し働かせることを通して、本単元において求められる資質・能力の育成を図ることと

する。 

 

８ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

① 異種の二つの量の割

合として捉えられる数

量について、その比べ

方や表し方について理

解している。 

② 単位量あたりの大き

さについて理解してい

る。 

③ 異種の二つの量の割

合で捉えられる速さや

人口密度などを比べた

り表したりしたりする

ことができる。 

 

① 異種の二つの量の割

合として捉えられる数

量の関係に着目し、目

的に応じた、大きさの

比べ方や表し方を考え

ている。 

② 日常生活の問題（活

用問題）を、単位量当

たりの大きさを活用し

て解決している。 

情報活用能力 

「思考力・判断力・表

現力等」 

・ 見いだした問題に対

して、解決の方法を考

えている。 

① 異種の二つの量の割

合として捉えられる数

量の関係に着目し、単

位量当たりの大きさを

用いて比べることのよ

さに気付き、学習した

ことを生活や学習に活

用しようとしている。 

② 単位量当たりの大き

さを活用できる場面を

身の回りから見つけよ

うとしている。 
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９ 各時間の指導と評価の計画（全 12 時間）   ※【学】学習シート【問】日常生活に即した問題設定 

（Ａ：課題の設定 Ｂ：情報の収集 Ｃ：整理・分析 Ｄ：まとめ Ｅ：説明・発表 Ｆ：ふり返りや評価 

を意識化させる学習活動) 

時

間 
目標 学習活動 

おもな評価規準 

☆ 総括の資料にする評価 

指導の

工夫 

※ 

第一次 いろいろな単位量当たりの大きさ（こみぐあい・人口密度など） 

1 〇 面積と匹数

が異なる場

合の混み具

合の比べ方

を理解す

る。 

・ 課題を把握する。（A） 

「こみぐあいの比べ方を考えよう。」 

・ 学習シートの使い方を知る。（Ａ） 

・ ２つのうさぎ小屋の面積とうさぎの数

を調べる。（B） 

・ 混み具合を求める。（C） 

・ 混み具合の比べ方をまとめる。（D） 

・ 各ステップの計画をふりかえる。（F） 

【知・技①】混み具合は「異

種の二つの量の割合」として

とらえられる量であることに

気付き、面積、匹数が異なる

場合の混み具合の比べ方を理

解している。 

＜情報 ab＞学習シートの使い

方を知り、情報の収集の計画

を考えている。 

【学】 

2 〇 面積と匹数

が異なる場合

の混み具合の

比べ方を、単

位量当たりの

大きさを用い

て考えること

ができ 

る。 

・ 課題を把握する。（A） 

「調べやすいこみぐあいの比べ方を考えよ

う。」 

・ 前時の学習シートの使い方を振り返

る。（Ａ） 

・ ３つのうさぎ小屋の面積とうさぎの数

を調べる。（B） 

・ ３つのうさぎ小屋の混み具合を数直線

で整理して求める。（C） 

・ 混み具合を一度に比べやすい方法を考

える。（C） 

・ 混み具合の比べ方をまとめる。（D） 

・ 各ステップの計画をふりかえる。（F） 

☆【思・判・表①】混み具合

の比べ方を、面積と匹数の関

係に着目して図や式を用いて

考え、説明している。 

＜情報 c＞学習シートの使い方

を理解し、数直線を用いる

等、情報の整理の計画を考え

ている。 

 

【学】 

3 〇 単位量当た

りの大きさを

活用できる場

面を身の回り

から見つけ、

問題を解決す

ることができ

る。 

・ 課題を把握する。（A） 

「単位量当たりの大きさを用いて、身の回

りのものを比べよう。」 

・ 前時の学習シートの使い方を振り返

る。（Ａ） 

・ 身の回りで単位量当たりの大きさを用

いて比べられるものを調べる。（B） 

・ 田の面積ととれた米の重さを比べる。

（C） 

・ お菓子の単価を比べる。（C） 

・ 単位量当たりの大きさを用いて比べら

れる身の回りの物をまとめる。（D） 

・ 各ステップの計画をふりかえる。（F） 

【知・技③】単位量当たりの

大きさを用いて、２つの資料

を比べることができる。 

☆【態度②】身の回りにある

二種の異なる二量を単位量当

たりの大きさを使って比べよ

うとしている。 

【学】 
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4 〇 「人口密

度」の意味を

理解し、人口

密度を求める

ことができ

る。 

・ 課題を把握する。（A） 

「人のこみぐあいの比べ方を考えよう。」 

・ 前時の学習シートの使い方を振り返

る。（Ａ） 

・ 「人口密度」を知り、人口密度の求め

方を知る。（B） 

・ 東京都の人口密度を求める。（C） 

・ 人口密度の高い上位３つのうち、残り

の２つの都道府県の人口密度を求める。 

・ 人口密度の求め方をまとめる。（D） 

・ 各ステップの計画をふりかえる。（F） 

【知・技①】人口密度の意味

を理解し、人口密度を求める

ことができる。 

 

【学】 

5 

・

6 

〇 単位量当た

りの大きさを

用いることで

問題を解決す

ることができ

る。 

・ 課題を把握する。（A） 

「広島市の各区の人口密度の順番は？」 

・ 前時の学習シートの使い方を振り返

る。（Ａ） 

・ 各区の人口と面積を調べる。（B） 

・ 人口密度を計算し、表に整理する。

（C） 

・ 人口密度の順番をまとめる。（D） 

・ 友達と交流する。（E） 

・ 各ステップの計画をふりかえる。（F） 

☆【思・判・表②】単位量当

たりの大きさを用いて、問題

を解決している。 

＜情報 ab＞目的に応じた情報

の収集の計画を考えている。 

 

 

【学】 

【問】 

第二次 速さ 

7 〇 速さは単

位量当たりの

大きさの考え

を用いて表せ

ることを数直

線を用いて考

えることがで

きる。 

・ 課題を把握する。（A） 

「単位量当たりの大きさを使って速さの

比べ方を考えよう。」 

・ 前時の学習シートの使い方を振り返

る。（Ａ） 

・ 問題解決のために必要な情報を考え

る。（B） 

・ 時間と距離を調べる。（B） 

・ 走った距離、時間が異なる人の速さの

比べ方を考える。（C） 

・ 速さも時間や距離をそろえて比べれば

よいことを、数直線を用いて考える。

（C） 

・ 速さの比べ方をまとめる。（D） 

・ 各ステップの計画をふりかえる。（F） 

【思・判・表①】単位量当た

りの大きさの考えを基に、速

さの比べ方を数直線や式を用

いて考え、説明している。 

☆【態度①】速さも「異種の

二つの量の割合」としてとら

えられる量であることに気付

き、単位量当たりの大きさの

考えを用いて考えようとして

いる。 

 

【学】 

8 〇 単位量当た

りの大きさを

用いて速さを

求めることを

理解すること

ができる。 

・ 課題を把握する。（A） 

「速さの比べ方を考えよう。」 

・ 前時の学習シートの使い方を振り返

る。（Ａ） 

・ ３種類の新幹線の進んだ道のりと時間

を調べる。（B） 

・ 新幹線の速さを求める。（C） 

・ 速さを求める公式をまとめる。（D） 

・ 「時速」「分速」「秒速」の意味を知

り、公式を用いて速さを求める。（D） 

・ 「毎時」「毎分」「毎秒」の意味を知

る。（D） 

・ 各ステップの計画をふりかえる。（F） 

☆【知・技②】速さの表し方

を基に、単位量当たりの大き

さについて理解している。 

 

【学】 
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9 〇 道のりを求

める方法につ

いて理解し、

道のりを求め

ることができ

る。 

・ 課題を把握する。（A） 

「速さと時間から、道のりを求める方法を

考えよう。」 

・ 前時の学習シートの使い方を振り返

る。（Ａ） 

・ ツバメが飛ぶ速さと時間を調べる。

（B） 

・ ツバメが飛ぶ道のりを、数直線を用い

て整理して求める。（C） 

・ 速さと時間から道のりを求める方法を

まとめる。（D） 

・ 各ステップの計画をふりかえる。（F） 

【思・判・表①】道のりの求

め方を、数直線を用いて考

え、説明している。 

 

【学】 

10 〇 時間の求め

方を理解し、

時間を求める

こ と が で き

る。 

・ 課題を把握する。（A） 

「速さと道のりから、時間を求める方法を

考えよう。」 

・ 前時の学習シートの使い方を振り返

る。（Ａ） 

・ 台風の進む速さと進んだ道のりを調べ

る。（Ｂ） 

・ 台風が進む時間を数直線を用いて求め

る。（Ｃ） 

・ 速さと道のりから時間を求める方法を

まとめる。（Ｄ） 

d・ 各ステップの計画をふりかえる。

（F） 

☆【知・技①】速さと道のり

から時間を求める方法につい

て理解することができる。 

いる。 

【学】 

 

11

・

12 

〇 公式を用い

て速さや時

間、道のりを

求め、単位量

当たりの大き

さについて理

解し、問題を

解決すること

ができる。 

・ 課題を知る。（Ａ） 

「広島市内を自転車で旅行するには？」 

・ 前時の学習シートの使い方を振り返

る。（Ａ） 

・ 目的地や、そこまでの距離等のデータ

を集める。（Ｂ） 

・ 目的地や、進む距離等のデータを、表

などに整理する。（Ｃ） 

・ 自転車旅行の日程表をまとめる。

（Ｄ） 

・ 友達と交流する。（Ｅ） 

・ 各ステップの計画をふりかえる。（F） 

☆【知・技③】公式を用い

て、時間や道のりを求めるこ

とができる。 

＜情報 c＞目的に応じた情報の

整理の計画を考えている。 

 

【学】 

【問】 
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10 本時案 
 〇 第 1 時（1／12 時間） 
  ⑴ 目標 

【算数科】 面積と匹数が異なる場合の混み具合の比べ方を理解する。 
【情報】  学習シートの使い方を知り、情報の収集の計画を考えることができる。 

⑵ 本時の学習過程  
 

〇 学習活動 
・ 予想される児童の反応 

・支援 
□ 情報活用能力育成に向けた支援(ⅰ～ⅲ) 

☆評価【観点】＜情報＞（評価方法） 

Ａ 
 
課 
題 
の 
設 
定 

１ それぞれ混み具合の違うイラストを比較
する。 

〇 アとイを比較する。 
 ・ 同じ体育館で、イの方が人数が多いか

ら、イの方が混んでいる。 
〇 ウとエを比較する。 
 ・ 同じうさぎ小屋で、ウの方がうさぎが

多いから、ウの方が混んでいる。 
 
２ 問題場面を知る。 
 
 
 
〇 ＡとＢを比較する。 
 ・ Ｂは一か所に固まっているから、混ん

でいる。 
 ・ 面積が同じで、うさぎの数が多いか

ら、Ａの方が混んでいる。 
 
 
 
〇 ＢとＣを比較する。 
 ・ うさぎの数が同じで、面積が小さいか

ら、Ｃの方が混んでいる。 
〇 ＡとＣを比較する。 
 ・ 面積もうさぎの数も違うから分からな

い。 
 
３ めあてを確認する。 
 
 
 
４ 学習シートの使い方を知る。 
〇 学習シートを確認する。 
 ⑴ めあて 
 ⑵ ゴール 
 ⑶ 学習過程 
〇 学習シートを基に情報の活用の見通しを
予想し、学習シートに記入する。 

 ⑴ 情報の収集 
 ⑵ 整理・分析 
〇 グループで、学習シートを基に情報の活
用の見通しを話し合う。 

 
 
 

・ 実生活に基づいた問題解決ができるよう、
日常生活との関連を意識できる場面のイラス
トを提示する。 

・ イラストを比較する際、面積がそろってい
ることで混み具合が判断できることに気付か
せる。 

 
 
 
 
 
 
 
・ 混み具合を比べるには、面積、匹数の２つ
の量が関係していることを理解できるよう、
同じ面積で比べる場面と、同じ匹数で比べる
場面を提示する。 

・ 一か所に集まっている場合も、平均の考え
を使い、ならして考えることを確認するため
に、教科書の図を提示する。 

 
 
 
 
・ 混み具合を比較するために必要な２つの量
が、どちらもそろっていないことに気付くよ
う、うさぎ小屋の面積とうさぎの数の表を提
示する。 

 
 
 
 
□ 自分の学習活動を考え、記入できるよう、学
習過程に沿っためあてとゴールを掲載してお
く。(ⅰ) 

 
 
 
 
 
 
□ 学習過程や情報の活用の見通しをもてるよう
に、グループでの対話場面を設け、学習の流れ
を確認させる。(ⅱ) 

□ 対話場面で学習シートの確認、共有のみで終
わらないようにするために、「なぜ、そうし
たのか。」等の質問文型を示しておく。(ⅱ) 

 
 
 
 

面積もうさぎの数もそろっていないとき
の、こみぐあいの比べ方を考えよう。 

うさぎ小屋Ａ、Ｂ、Ｃの、こみぐあいの順番
を調べましょう。 

シンキング・ 

サイクル 
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Ｂ 
 
情 
報 
の 
収 
集 

５ 自力解決をする。 
〇 情報を集める。 
 ・ A の面積は６㎡ 
 ・ A のうさぎの数は９匹 
 ・ C の面積は５㎡ 
 ・ C のうさぎの数は８匹 
〇 方針を決める。 

⑴ 異なる数を公倍数でそろえる。 
⑵ 異なる数を１にそろえる。 

 
 

Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

 

〇 こみぐあいを求める。 
⑴ うさぎ小屋の面積を公倍数でそろえ

る。 
⑵ うさぎの数を公倍数でそろえる。 
⑶ 1 ㎡当たりのうさぎの数を求める。 
⑷ 1 匹当たりの面積を求める。 

 
 
 
６ 集団解決をする。 
〇 ペア、グループで考えを説明する。 
〇 全体で考えを確かめる。 
⑴ うさぎ小屋の面積を公倍数でそろえる

と、C の方がうさぎの数が多いから C の
方が混んでいる。 

⑵ うさぎの数を公倍数でそろえると、C の
方がうさぎ小屋の面積が小さいから C の
方が混んでいる。 

⑶ 1 ㎡当たりのうさぎの数を求めると、C 
の方がうさぎの数が多いから C の方が混
んでいる。 

⑷ 1 匹当たりの面積を求めると、C の方が
面積は小さいから Cの方が混んでいる。 

 
〇 A、B、C のうさぎ小屋の、こみぐあいの
順番を確認する。 

・ A は B より混んでいる。C は Bより混んで
いる。C は A より混んでいる。なので、C、
A、Bの順に混んでいる。 

・ 既習事項である比例の考えを想起させるた
めに、数直線を用いて考えるよう促す。 

□ 情報の活用の見通しに沿って解決することが
難しい児童のために、ノートで考えた内容を
写真に撮り、学習シートに貼付することで、
各自が問題に対して考えたことを共有・確認
できるようにする。 

 
 
・ 混み具合を比べる根拠が明確となるよう、
そろえた量を基に説明することを確認する。 

・ どの考え方においても、２つの量のうち、
一方をそろえていることを確認することで、こ
みぐあいを比べる際の視点を理解できるように
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆【知・技①】混み具合は「異種の二つの量の
割合」としてとらえられる量であることに気付
き、面積、匹数が異なる場合の混み具合の比べ
方を理解している。 (学習シート、ノート分
析) 

Ｄ 
 
ま 
と 
め 

７ 学習のまとめをする。 
 
 

 
 

・ 学習のまとめや振り返りを児童自身で行え
るように、学習の流れやキーワードを板書に
示す。 

 
 

Ｅ 
 
説 
明 
・ 
発 
表 

  

Ｆ 
 
ふ 
り 
返 
り 
や 
評 
価 

８ 学習シートを基に、学習を振り返る。 
 

□ 自分が考えた情報の活用の見通しと、実際に
解決に向けて行った学習を振り返ることがで
きるよう、学習シートの活用を促す。 

☆＜情報 a＞学習シートの使い方を知り、情報の
収集の計画を考えている。（学習シート） 

 

 

面積もうさぎの数もそろっていないとき
は、面積かうさぎの数のどちらかをそろえ
ると、こみぐあいを比べることができる。 
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 ⑶ 板書計画 

⑷ 準備物 
導入用イラスト、うさぎ小屋 A、B、C のイラスト、うさぎ小屋の面積とうさぎの数の表、 
ヒントスライド（うさぎ小屋 A、C のイラスト）、学習シート（Google スライド） 

⑸ 本時におけるシンキング・サイクル 
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 〇 第２時（２／12 時間） 
⑴ 目標 
【算数科】 面積と匹数が異なる場合の混み具合の比べ方を、単位量当たりの大きさを用いて考えるこ

とができる。 
【情報】  学習シートの使い方を知り、数直線を用いる等、情報の整理の計画を考えることができる。 
⑵ 本時の学習過程  
 

〇 学習活動 
・ 予想される児童の反応 

・支援 
□ 情報活用能力育成に向けた支援(ⅰ～ⅲ) 

☆評価【観点】＜情報＞（評価方法） 

Ａ 
 
課 
題 
の 
設 
定 
 

１ 前時の学習を振り返る。 
 ・ 公倍数を用いて、面積やうさぎの数を

そろえて混み具合を比べた。 
 ・ １㎡当たりのうさぎの数で比べた。 
 ・ １匹当たりの面積で比べた。 
 
２ 問題場面を知る。 
 
 
 

・ うさぎの数が違う。 
・ うさぎ小屋の面積とうさぎの数が３つ

とも違う。 
・ いろいろな方法で調べられそう。 

 
３ めあてを確認する。 
 
 
 
４ 学習シートを確認する。 
〇 前時の学習シートを振り返る。 
 
 
〇 学習シートを確認する。 
 ⑴ めあて 
 ⑵ ゴール 
 ⑶ 学習過程 
〇 学習シートを基に情報の活用の見通しを
予想し、学習シートに記入する。 

 ⑴ 情報の収集 
 ⑵ 整理・分析 
〇 グループで、学習シートを基に情報の活

用の見通しを話し合う。 
 

 
・ うさぎ小屋の面積と、うさぎの数のどちら
か一方をそろえることで比べることができた
ことをおさえる。 

 
 
 
・ うさぎ小屋の面積とうさぎの数が、どのう
さぎ小屋も異なっていることに気付くよう
に、表を提示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 前時の情報の活用の見通しと自分の学習の
振り返りを基に、改善しながら本時の情報の
活用の見通しがもてるように、学習シートを
振り返らせる。 

□ 自分の学習活動を考え、記入できるよう、
学習過程に沿っためあてとゴールを掲載して
おく。(ⅰ) 

 
 
 
 
 
□ 学習過程や情報の活用の見通しがもてるよ
うに、グループでの対話場面を設け、学習の
流れを確認させる。(ⅱ) 

□ 対話場面で学習シートの確認、共有のみで
終わらないようにするために、「なぜ、そう
したのか。」等の質問文型を示しておく。
(ⅱ) 

Ｂ 
 
情 
報 
の 
収 
集 

 

５ 自力解決をする。 
〇 情報を集める。 
 ・ Ａの面積は６㎡ 
 ・ Ａのうさぎの数は９匹 
 ・ Ｃの面積は５㎡ 
 ・ Ｃのうさぎの数は８匹 
 ・ Ｄの面積は９㎡ 
 ・ Ｄのうさぎの数は 14 匹 
〇 方針を決める。 
・ 異なる数を公倍数でそろえる。 

 ・ 異なる数を１にそろえる。 

 
 

シンキング・ 

サイクル 

うさぎ小屋Ａ、Ⅽ、Ｄの、こみぐあいの順番

を調べましょう。 

 

調べやすいこみぐあいの比べ方を考えよう。 
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Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

 

〇 こみぐあいを求める。 
 ⑴ 面積を公倍数の 90にそろえて求める。 
 ⑵ うさぎの数を公倍数の 504 にそろえて

求める。 
 ⑶ 1 ㎡当たりのうさぎの数を求める。 
 ⑷ 1 匹当たりの面積を求める。 
 
 
 
 
６ 集団解決をする。 
〇 ペア、グループで考えを説明する。 
〇 全体で考えを確かめる。 
⑴ 面積を公倍数の 90 にそろえて比べる

と、Ｃ、Ｄ、Ａの順に混んでいる。 
⑵ うさぎの数を公倍数の504にそろえて比

べると、Ｃ、Ｄ、Ａの順に混んでいる。 
⑶ 1 ㎡当たりのうさぎの数を求めて比べる

と、Ｃ、Ｄ、Ａの順に混んでいる。 
⑷ 1 匹当たりの面積を求めて比べると、

Ｃ、Ｄ、Ａの順に混んでいる。 
〇 「単位量当たりの大きさ」の言葉の定義
を確認する 

・ 既習事項である比例の考えを想起させなが
ら、数直線を用いて考えるよう促す。 

・ 平均の考え方を想起させながら、単位量当
たりの大きさの求め方について理解を促す。 

□ 情報の活用の見通しに沿って解決すること
が難しい児童のために、ノートで考えた内容
を写真に撮り、学習シートに貼付すること
で、各自が問題に対して考えたことを共有・
確認できるようにする。 

 
・ 混み具合を比べる根拠が明確となるよう、
そろえた量を基に説明させる。 

・ 単位量当たりの大きさを用いる方が、混み
具合を容易に比較できることを確認する。 

 
☆【思・判・表①】混み具合の比べ方を、面積
と匹数の関係に着目して図や式を用いて考
え、説明している。(ノート分析、行動観察) 

Ｄ 
 
ま 
と 
め 

７ 学習のまとめをする。 
 
 

 

・ 学習のまとめや振り返りを児童自身で行え
るように、学習の流れやキーワードを板書に
示す。 

Ｅ 
 
説 
明 
・ 
発 
表 

  

Ｆ 
 
ふ 
り 
返 
り 
や 
評 
価 

８ 学習シートを基に、学習を振り返る。 
 

□ 学習の流れと情報活用の方法を振り返るこ
とができるよう、学習シートを活用する。  

☆＜情報 b＞学習シートの使い方を理解し、数直
線を用いる等、情報の整理の計画を考えてい
る。（学習シート） 

⑶ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑷ 準備物 

導入用イラスト、うさぎ小屋A、C、Dのイラスト、うさぎ小屋の面積とうさぎの数の表と数直線、 
学習シート（Google スライド） 

  

 1 ㎡あたりの平均のうさぎの数や１匹当た

りの平均の面積を調べると比べやすい。 



 

11 

 

  ⑸ 本時におけるシンキング・サイクル 
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 〇 第３時（３／12 時間） 
  ⑴ 目標 

 【算数科】 身の回りにある二種の異なる二量を単位量当たりの大きさを使って比べることができる。 
⑵ 本時の学習過程  
 

〇 学習活動 
・ 予想される児童の反応 

・支援 
□ 情報活用能力育成に向けた支援(ⅰ～ⅲ) 

☆評価【観点】＜情報＞（評価方法） 

Ａ 
 
課 
題 
の 
設 
定 
 

１ 前時の学習を振り返る。 
 ・ １㎡当たりのうさぎの数で比べた。 
 ・ １匹当たりの面積で比べた。 
 ・ １に揃えることを単位量当たりと言う。 
 
２ めあてを確認する。 
 
 
 
 
３ 身の回りで単位量当たりの大きさを用いて比
べられる２つの問題場面を知る。 
 
 
 
 
４ 問題解決の見通しを立てる。 
〇 学習シートを確認する。（めあて、ゴール） 
〇 どんな情報をどのように収集したり、整理し 
 たりするかを計画する。 
 ⑴ 情報の収集 
  ① 表から必要な情報を集める。 
  ② 写真から必要な情報を集める。 
 ⑵ 整理・分析 
  ① 数直線で整理する。 
  ② 表に整理する。 
〇 グループで、学習シートを基に情報の活用の
見通しを話し合う。 

□ 前時の情報の活用の見通しと自分の学習の
振り返りを基に、改善しながら本時の情報
の活用の見通しをもてるように、学習シー
トを振り返らせる。  

 
 
 
 
 
 
□ 多様な方法で情報を収集できるように、
田の面積ととれた米の量は表で、お菓子の
個数と値段は写真で提示する。 

 
 
 
 
□ 自分の学習活動を考え、記入できるよう、
学習過程に沿っためあてとゴールを学習シ
ートに掲載しておく。(ⅰ) 

 
 
 
 
 
 
□ 学習過程や情報の活用の見通しがもてるよ
うに、グループでの対話場面を設け、学習
の流れを確認させる。(ⅱ) 

□ 対話場面で学習シートの確認、共有のみで
終わらないようにするために、「なぜ、そ
うしたのか。」等の質問文型を示してお
く。(ⅱ) 

Ｂ 
 
情 
報 
の 
収 
集 

５ 比べるために必要な情報を集める。 
① 田の面積と米の量 
・ 表から田の面積ととれた米の量を調べよ

う。 
② お菓子の個数と値段 
・ 写真からお菓子の個数と値段を調べよ
う。 

・ 手が止まってしまう児童のために、友達
の課題解決の流れをタブレット上で確認で
きるようにする。（クラウドを用いた共同
編集機能） 

Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

６ 集めた情報を整理し、問題解決を行う。 
① 田の面積と米の量 

・ 1ａ当たりのとれた米の重さを数直線で
整理し、比べよう。 

② お菓子の個数と値段 
・ まず表に整理にしよう。 
・ １個当たりの値段を数直線で整理しよ
う。 

〇 全体で考えを共有する。 
① 1ａ当たりのとれた米の重さで比べると、

△の畑がよくとれる。 
② １個当たりの値段で比べると、△がお得。 

□ ノートで考えた内容を写真に撮り、学習
シートに貼付することで、各自が問題に対
して考えたことを共有・確認できるように
する。 

☆【知・技③】単位量当たりの大きさを用いて、
２つの資料を比べることができる。（ノー
ト、行動観察） 

 
・ 単位量当たりの大きさを用いて比べてい
ることを意識させるために、「１a 当たりの
とれた米の重さ」や「1 個当たりの値段」な
どの説明の仕方を確認する。 

シンキング 

サイクル 

①２つの田 A、Bは、どちらがよく米が取れた？ 

②２つのお菓子 C、D は、どちらがお得？ 

「単位量当たりの大きさ」を使って、身の周り
のものを比べよう。 
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Ｄ 
 
ま 
と 
め 

７ 学習のまとめをする。 
 

☆【態②】身の回りにある二種の異なる二量を
単位量当たりの大きさを使って比べようとし
ている。（ノート、行動観察） 

 
 

Ｅ 
 
説 
明 
・ 
発 
表 

   

Ｆ 
 
ふ 
り 
返 
り 
や 
評 
価 

８ 学習シートを基に、学習を振り返る。 
 

□ 自分が考えた情報の活用の見通しと、実際
に解決に向けて行った学習を振り返ること
ができるよう、学習シートを活用するよう
促す。 

  ⑶ 板書計画 

  ⑷ 準備物 
導入用スライド（田の面積ととれたお米の量の表、お菓子写真見本（値段と個数））、 
個数と値段の表学習シート（Google スライド） 

  ⑸ 本時におけるシンキング・サイクル 
 
 
 
  

こみぐあいの他にも、お米のとれぐあいやおかし
の単価も単位量あたりの大きさを使って比べるこ
とができる。 
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〇 第４時（４／12 時間） 
  ⑴ 目標 

【算数科】 「人口密度」の意味を理解し、1 ㎢当たりの人口を求めることができる。 
⑵ 本時の学習過程  

 
〇 学習活動 

・ 予想される児童の反応 

・支援 
□ 情報活用能力育成に向けた支援(ⅰ～ⅲ) 
☆評価【観点】＜情報＞（評価方法） 

Ａ 
 
課 
題 
の 
設 
定 

１ 前時の学習を振り返る。 
 ・ どちらのおかしがお得なのかを単位量当た

りの大きさ使って比べられた。 
 ・ 身の回りにも単位量当たりの大きさを使っ

て比べられるものがあった。 
 
 
２ 問題場面を知る。 
 
 
 
〇 人の混み具合を比べるために必要な情報を考
える。 

 ・ 面積と人数 
 
 
〇 東京都を例に、「人口密度」の意味と求め方
を確かめる。 

 
 
〇 東京に続く上位２つを予想する。 
 ・ 大都市のイメージのある大阪、愛知かな？ 
 ・ 人口の多い埼玉や千葉かな？ 
 ・ 資料①を見ると、面積と人口の差が小さい

大阪や神奈川かな？ 
 
３ めあてを確認する。 
 
 
４ 問題解決の見通しをもつ。 
〇 学習シートを確認する。（めあて、ゴール） 
〇 どんな情報を収集したり、整理したりするか
を計画する。 

 ⑴ 情報の収集 
  ・ 資料①から必要な情報を集める。 
 ⑵ 整理・分析 
  ・ 表にまとめた後、人口密度を求める。 
〇 グループで学習シートを基に情報の活用の見

通しについて話し合う。 

□ 前時の学習における情報の活用の振り返りを
基に、改善しながら本時の情報の活用の見通し
をもてるように、学習シートを振り返らせる。 

・ 日常生活における人の混み具合を実感できる
よう、広島県広島市の本通りの写真と東京都渋
谷区のスクランブル交差点の写真を提示し比較
させる。 

 
 
 
 
・ 人の混み具合を比べるために必要な情報が何
かを問いかけ、単位量当たりの大きさを用いて
比較することをおさえる。 

・ うさぎの混み具合の求め方を想起させ、面積
と人数が分かれば良いことをおさえる。 

・ 人口密度を具体的なイメージをもって理解で
きるよう、東京都が１位であることを伝えたう
えで東京都の人口密度を例に求め方をおさえ
る。 

・ 児童が人口密度の高い都道府県を予想するこ
とができるよう、47 都道府県の面積と人口が
掲載されている資料①を配付する。 

・ 配付した資料①をもとに、47 都道府県の面
積と人口の差から、人口密度の高い都道府県を
予想させる。 

 
 
 
 
□ 自分の学習活動を考え、記入できるよう、学
習過程に沿っためあてとゴールを学習シートに
掲載しておく。(ⅰ) 

 
 
 
 
□ 学習過程や情報の活用の見通しがもてるよう
に、グループでの対話場面を設け、学習の流れ
を確認させる。(ⅱ) 

□ 対話場面で学習シートの確認、共有のみで終
わらないようにするために、「なぜ、そうした
のか。」等の質問文型を示しておく。(ⅱ) 

Ｂ 
 
情 
報 
の 
収 
集 

５ 人口密度を比べるために必要な情報を集め
る。 
・ 資料①から、人口密度の高そうな都道府県

の面積と人口を集めよう。 

・ 手が止まってしまう児童のために、友達の問
題解決の流れをタブレット端末上で確認できる
ようにする。（クラウドを用いた共同編集機
能） 

Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

６ 集めた情報を整理し、問題解決を行う。 
・ まず表に面積と人口を整理しよう。 

・ １㎢当たりの人口を求めて比べよう。 

 
 
 

□ ノートで考えた内容を写真に撮り、学習シー
トに貼付することで、各自が問題に対して考え
たことを確認、共有できるようにする。 

・ 必要に応じて電卓を用いて適切に処理できる
ようにする。 

☆【知・技①】人口密度の意味を理解し、人口密度
を求めることができる。（ノート、行動観察） 

シンキング・ 

サイクル 

人のこみぐあいが高い都道府県の上位３つはど

こだろう。 

都道府県の人口密度を比べよう。 
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Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

〇 全体で考えを共有する。 

・ 大阪府は１㎢当たりの人口が 4650.9 人だっ
た。 

・ 愛知県は１㎢当たりの人口が 1455.6 人だっ
た。 

・ 神奈川県は１㎢当たりの人口が 3787.2 人だ
った。 

・ １㎢当たりの人口で比べると、大阪、神奈川
の順に混んでいる。 

・ 人口密度も単位量当たりの大きさを用いて比べ
ていることを意識させるために、「１㎢当たりの
人口」という説明の仕方を確認する。 

 

 

 

 

 

Ｄ 

 

ま 

と 

め 

７ 学習のまとめをする。 
 

 
 

・ 人口密度を書き加えた資料②を配付し、人口
密度の順番を確認する。 

・ 人口は多いが面積が広いために人口密度が低
い北海道を例に、人口密度は人口のみでなく面
積が関わっていることを具体的なイメージをも
っておさえる。 

Ｅ 
 
説 
明 
・ 
発 
表 

  

Ｆ 
 
ふ 
り 
返 
り 
や 
評 
価 

８ 学習シートを基に、学習を振り返る。 
 

□ 自分が考えた情報の活用の見通しと、実際に
解決に向けて行った学習を振り返ることができ
るよう、学習シートを活用するよう促す。 

 

⑶ 板書計画 

 ⑷ 準備物 
導入用スライド、東京都の面積と人口の表、資料①（47 都道府県の面積と人口）、 
資料②（47 都道府県の面積と人口、人口密度）学習シート（Google スライド） 

  ⑸ 本時におけるシンキング・サイクル 
 
 
  

 人のこみぐあいを比べるには、１㎢当たり

の人口などの、人口密度を求めるとよい。 
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〇 第５・６時（５・６／12 時間） 
  ⑴ 目標 

【算数科】 単位量当たりの大きさを用いることで問題を解決することができる。 
【情報】  目的に応じた情報の収集の計画を考えることができる。 

⑵ 本時の学習過程  

 
〇 学習活動 

・ 予想される児童の反応 

・支援 
□ 情報活用能力育成に向けた支援(ⅰ～ⅲ) 
☆評価【観点】＜情報＞（評価方法） 

Ａ 
 
課 
題 
の 
設 
定 

１ 前時の学習を振り返る。 
・ 全国のうち上位の人口密度を求めた。 

 ・ 人の混み具合は人口密度を使う。 
・ 人の混み具合は１㎢当たりの人口で表
す。 

 
 

２ 問題場面を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
３ めあてを確認する。 
 
 
 
 
４ 問題解決の見通しをもつ。 
〇 学習シートを確認する。（めあて、ゴー
ル） 

〇 収集する情報の種類と方法や、整理・分
析、まとめの方法を計画する。 

 ⑴ 情報の収集 
  ・ どんな区があるかを確認するととも

に、面積、人口を調べる。 
  ・ リンク①②から調べる。 
 ⑵ 整理・分析 
  ・ 調べた情報を表にして、ノートに整理

する。 
  ・ タブレット端末で人口密度の高い順番

に並び替えた表をつくる。 
〇 グループで学習シートを基に情報活用の見 
 通しを話し合う。 
 
 
 

□ 前時の学習における情報の活用の振り返り
を基に、改善しながら本時の情報の活用の見
通しをもてるように、学習シートを振り返ら
せる。 

・ 人の込み具合は人口密度として１㎢当たり
の人口で表すことをおさえる。 

 
・ 広島市の各区の様子をイメージできるよ
う、各区における象徴的な施設の写真を示
す。 

・ 問題意識を高めるために、何区の人口密度
が高そうか、又は低そうかを自身の経験と結
びつけて予想させる。 

・ 人口密度を用いて比較するために、面積と
人口が必要であることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
□ 自分の学習活動を考え、記入できるよう、
学習過程に沿っためあてとゴールを学習シー
トに掲載しておく。(ⅰ) 

・ 情報の収集のためのウェブページのリンク
①（各区の面積）、リンク②（各区の人口）
を学習シートに示す。 

 
 
 
 
 
 
 
□ 学習過程や情報の活用の見通しがもてるよ
うに、グループでの対話場面を設け、学習の
流れを確認させる。(ⅱ) 

□ 対話場面で学習シートの確認、共有のみで
終わらないようにするために、「なぜ、そう
したのか。」等の質問文型を示しておく。
(ⅱ) 

Ｂ 
 
情 
報 
の 
収 
集 

５ 人口密度を比べるために必要な情報を集め
る。 

  ・ リンク①からどんな区があるかを確認
するとともに、各区の令和３年の面積
を調べる。 

  ・ リンク②の「人口及び世帯数」から各
区の人口を調べる。 

  ・ リンク②の「年齢３区分別人口」か
ら、各区の人口を調べる。 

・ 手が止まってしまう児童のために、問題解
決の流れをタブレット端末上で確認できるよ
うにする。（クラウドを用いた共同編集機
能） 

・ 目的に応じた情報の取捨選択ができるよう
に、必要に応じて対話場面を設けるよう促
し、友達と協働的に考えさせる。 

シンキング・ 

サイクル 

広島市の各区の人口密度の順番は？ 

広島市の各区の人口密度をもとめて、順番を

まとめて発表しよう。 
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Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

６ 集めた情報を整理し、問題解決を行う。 
 ・ ノートに表をかいて各区の面積と人口を

整理する。 
 ・ タブレット端末で表をつくり、各区の面

積と人口を整理する。 
・ 各区の人口密度を求める。 

 
 

□ ノートで考えた内容を写真に撮り、学習シ
ートに貼付することで、各自が問題に対して
考えたことを共有・確認できるようにする。  

・ 必要に応じて電卓を用いて適切に処理でき
るようにする。 

☆【思・判・表②】単位量当たりの大きさを用い
て、問題を解決している。（ノート、学習シー
ト、行動観察） 

Ｄ 
 
ま 
と 
め 

７ 各区の人口密度の順番が分かりやすいまと
め方を考える。 

 ・ タブレット端末で順番の見やすい表を作
ろう。 

 ・ スライドにまとめよう。 
 ・ ノートに丁寧に表をかいてタブレット端

末で写真を撮ろう。 

□ 目的に応じた分かりやすいまとめ方を選択
できるようにするために、適宜、対話しなが
ら学習を進めさせる。(ⅱ) 

 

Ｅ 
 
説 
明 
・ 
発 
表 

８ 全体で共有する。 
 ・ 中区が、１㎢あたり 8894 人で１番人口

密度が高かった。 
 ・ 佐伯区は、１㎢あたり 625 人で 7 番目に

人口密度が高かった。 
 ・ １㎢あたりの人口で比べると、中区、南

区、西区、東区、安佐南区、安芸区、佐伯
区、安佐北区の順に混んでいる。 

９ 学習のまとめを行う。 
 
 
 
 

・ 単位量当たりの大きさが意識できるよう、
「１㎢当たりの人口」という説明の仕方を確
認する。 

・ 人口密度の順番が並び替えられている表を
紹介し、より分かりやすい説明の仕方をおさ
える。 

 
 
・ 人口密度について実感を伴った理解ができ
るように、安佐南区は人口が多いものの面積
が広いために人口密度が低くなっていること
をおさえるとともに、佐伯区の人口密度が低
い理由を問いかける。 

Ｆ 
 
ふ 
り 
返 
り 
や 
評 
価 

１０ 学習シートを基に、学習を振り返る。 
 

□ 自分が考えた情報の活用の見通しと、実際
に解決に向けて行った学習を振り返ることが
できるよう、学習シートを活用するよう促
す。  

☆＜情報ab＞目的に応じた情報の収集の計画を
考えている。（学習シート、ノート、行動観
察） 

  ⑶ 板書計画 

⑷ 準備物 
導入用スライド（各区の象徴的な施設の写真）、学習シート（Google スライド）、 

  ⑸ 本時におけるシンキング・サイクル 
 
 
  

広島市の各区の人口密度を比べると、佐伯

区や安佐北区は、人口が少ないうえに面積が

広いため人口密度が低くなると分かった。 

17 
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〇 第７時（７／12 時間） 
  ⑴ 目標 

【算数科】 速さは単位量当たりの大きさを用いて表せることを、数直線を用いて考えることができる。 

⑵ 本時の学習過程  

 
〇 学習活動 

・ 予想される児童の反応 

・支援 
□ 情報活用能力育成に向けた支援(ⅰ～ⅲ) 
☆評価【観点】＜情報＞（評価方法） 

Ａ 
 
課 
題 
の 
設 
定 

１ これまでの学習を振り返る。 
 ・ うさぎ小屋の混み具合を単位量当たりの大

きさで比べた。 
 ・ どちらのおかしがお得かを単位量当たりの

大きさで比べた。 
 ・ １㎢当たりの人口で人口密度を求めた。 
 ・ 広島市の各区の人口密度を比べた。 
 
２ 問題場面を知る。 
 
 
 
３ めあてを確認する。 
 
 
 
４ 問題解決の見通しをもつ。 
〇 学習シートを確認する。（めあて、ゴール） 
 
〇 どんな情報を収集したり、整理したりするか
を計画する。 

 ⑴ 情報の収集 
・ イラストから必要な情報を集める。 

 ⑵ 整理・分析 
  ・ 数直線で整理する 
 
〇 グループで学習シートを基に情報の活用の見

通しについて話し合う。 

・ これまでの学習において、「1 ㎡当たりのう
さぎの数」や「１個当たりの値段」、「1 ㎢当
たりの人口」のような単位量当たりの大きさを
活用して様々なものを比較してきたことをおさ
える。 

 
 
 
 
・ 速さを考える際には、スタートからゴールま
で、平均して同じ速さで走ったと考えることを
おさえる。 

 
 
 
 
 
□ 自分の学習活動を考え、記入できるよう、学
習過程に沿っためあてとゴールを学習シートに
掲載しておく。(ⅰ) 

□ これまでの学習を基に本時の情報の活用の見
通しをもてるように、これまでの学習シートを
振り返らせる。  

・ 速さを比べるために時間と距離が必要である
ことに気付けるよう、問題場面のイラストを参
考に必要な情報を考えさせる。 

□ 学習過程や情報の活用の見通しがもてるよう
に、グループでの対話場面を設け、学習の流れ
を確認させる。(ⅱ) 

□ 対話場面で学習シートの確認、共有のみで終
わらないようにするために、「なぜ、そうした
のか。」等の質問文型を示しておく。(ⅱ) 

□ 数直線を用いた整理の方法をおさえるため
に、整理・分析の方法の計画を交流させるとと
もに、数直線で整理することを計画した児童の
学習シートを紹介する。 

Ｂ 
 
情 
報 
の 
収 
集 

５ 速さを比べるために必要な情報を集める。 
・ イラストから、走った時間と距離を調べよ

う。 

・ 手が止まってしまう児童のために、友達の問
題解決の流れをタブレット端末上で確認できる
ようにする。（クラウドを用いた共同編集機
能） 

Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

６ 集めた情報を整理し、問題解決を行う。 
・ 時間と距離とともに、１秒当たりに進む距
離を表に整理しよう。 

・ １秒当たりに進む距離を数直線で整理して
比べよう。 

・ 時間と距離とともに、１m当たりのかかっ
た時間を表に整理しよう。 

・ １ｍ当たりのかかった時間を数直線で整理
して比べよう。 

〇 全体で考えを共有する。 

・ 弟は１秒当たり５m 進む。 

・ えみさんは１秒当たり 5.5…m 進む。 

 

 

□ ノートで考えた内容を写真に撮り、学習シー
トに貼付することで、各自が問題に対して考え
たことを確認、共有できるようにする。   

      
 

 

 

 

 

・ 単位量当たりの大きさを用いて比べていること
を意識させるために、「１秒当たり」「１m 当た
り」という説明の仕方を確認する。 

 

 

シンキング・ 

サイクル 

弟とえみさんのどちらが速いですか。 

速さの比べ方を考えよう。 
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・ １秒当たりに進む距離が長いえみさんが速
い。 

・ 弟は１m 当たり 0.2 秒かかった。 

・ えみさんは１ｍ当たり 0.18 秒かかった。 

・ １ｍ当たりにかかる時間の短いえみさんが
速い。 

☆【態①】速さも「異種の二つの量の割合」として
とらえられる量であることに気付き、単位量当た
りの大きさの考えを用いて考えようとしている。
（ノート、行動観察） 

☆【思・判・表①】単位量当たりの大きさの考えを
基に、速さの比べ方を数直線や式を用いて考え、
説明している。（ノート、学習シート、行動観
察） 

Ｄ 
 
ま 
と 
め 

７ 学習のまとめをする。 
 
 
 
 
 

 
 
 

Ｅ 
 
説 
明 
・ 
発 
表 

  

Ｆ 
 
ふ 
り 
返 
り 
や 
評 
価 

８ 学習シートを基に、学習を振り返る。 
 

□ 自分が考えた情報の活用の見通しと、実際に
解決に向けて行った学習を振り返ることができ
るよう、学習シートを活用するよう促す。  

 
 

⑶ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑷ 準備物 
導入用スライド、問題場面イラスト、学習シート（Google スライド） 

  ⑸ 本時におけるシンキング・サイクル 
 
 
  

 速さを比べるには、１秒当たりにかかった平

均の距離や１ｍ当たりにかかった平均の時間の

ような単位量当たりの大きさを使い、比べるこ

とができる。 
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〇 第８時（８／12 時間） 
  ⑴ 目標 

【算数科】 単位量当たりの大きさを用いて速さを求めることを理解することができる。 

⑵ 本時の学習過程  

 
〇 学習活動 

・ 予想される児童の反応 

・支援 
□ 情報活用能力育成に向けた支援(ⅰ～ⅲ) 

☆評価【観点】＜情報＞（評価方法） 

Ａ 
 
課 
題 
の 
設 
定 

１ 前時の学習を振り返る。 
 ・ 速さも単位量当たりの大きさで求めること

ができた。 
 ・ １m当たりにかかった時間で比べられた。 
 ・ 1 秒当たりに進む距離でも比べられないか

な？ 
 
２ 問題場面を知る。 
 
 
 
３ めあてを確認する。 
 
 
 
４ 問題解決の見通しをもつ。 
〇 学習シートを確認する。（めあて、ゴール） 
 
〇 どんな情報を収集したり、整理したりするか
を計画する。 

 ⑴ 情報の収集 
  ・ イラストから道のりを調べる。 
  ・ 時刻表からかかった時間を調べる。 
 ⑵ 整理・分析 
  ・ 時間と速さを表に整理する。 
  ・ 数直線で求める。 
〇 グループで学習シートを基に情報の活用の見

通しについて話し合う。 

□ 前時の学習における情報の活用の振り返りを
基に、改善しながら本時の情報の活用の見通し
をもてるように、学習シートを振り返らせる。  

 
 
 
・ 短距離走は一直線に進むため「距離」を使う
が、新幹線は一直線に進まないため「道のり」
を使うことを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
□ 自分の学習活動を考え、記入できるよう、学
習過程に沿っためあてとゴールを学習シートに
掲載しておく。(ⅰ) 

□ 目的に応じて資料を選び情報を収集すること
ができるよう、イラストと時刻表の２種類の資
料を配付する。 

・ 情報の収集の計画が立てられていない児童の
ために、速さを比べるために進んだ距離とかか
った時間が必要であることを確認する。 

 
□ 学習過程や情報の活用の見通しがもてるよう
に、グループでの対話場面を設け、学習の流れ
を確認させる。(ⅱ) 

□ 対話場面で学習シートの確認、共有のみで終
わらないようにするために、「なぜ、そうした
のか。」等の質問文型を示しておく。(ⅱ) 

Ｂ 
 
情 
報 
の 
収 
集 

５ 速さを比べるために必要な情報を集める。 
・ 資料（イラスト）から、道のりを調べよ

う。 
・ 資料（時刻表）から、かかった時間を調べ

よう。 

・ 手が止まってしまう児童のために、友達の問
題解決の流れをタブレット端末上で確認できる
ようにする。（クラウドを用いた共同編集機
能） 

Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

６ 集めた情報を整理し、問題解決を行う。 
 ・ それぞれの新幹線の時間と道のりを表に整

理しよう。 
・ １時間当たりに進んだ道のりを数直線で整
理して比べよう。 

〇 全体で考えを共有する。 
・ はやぶさは１時間当たり 220km 進んでい
る。 

・ かがやきは１時間当たり 210km 進んでい
る。 

・ のぞみは１時間当たり 205km 進んでいる。 
◯ 「１時間当たりの進んだ平均の距離」と
「１ｍ当たりのかかった平均の時間」のどち
らが分かりやすいかを考える。 

 
７ 速さの表し方を知る。 
 〇 速さの求め方を言葉の式で考える。 
 

□ ノートで考えた内容を写真に撮り、学習シー
トに貼付することで、各自が問題に対して考え
たことを確認、共有できるようにする。  

 
 
・ 単位量当たりの大きさを用いていることを意
識できるように、「１km 当たり」「１時間当
たり」という言葉を使って説明させる。 

 
 
 
・ １時間当たりに進む平均の距離の方が、単位
量として比較しやすいことをおさえる。 

 
 
・ 速さを表すときは単位時間当たりに進む道の
りであることをおさえる。 

 

シンキング・ 

サイクル 

 単位量当たりの大きさを使って速さの比べ

方を考えよう。 

３つの新幹線は、どの新幹線が速いですか。 
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〇 「速さ＝道のり÷時間」で表すことを知
る。 

  ・ 道のりを時間で割っている。 
〇 それぞれの新幹線の速さを時速で表す。 
・ はやぶさは時速 220km 
・ かがやきは時速 210km 
・ のぞみは時速 205km 

☆【知・技②】速さの表し方を基に、単位量当た
りの大きさについて理解している。（ノート、
学習シート） 

 

Ｄ 
 
ま 
と 
め 

８ 学習のまとめをする。 
 
 
 

・ 時速、分速、秒速が用いられている場面を例
示し、目的に応じた速さの表し方があることを
おさえる。 

 

Ｅ 
 
説 
明 
・ 
発 
表 

  

Ｆ 
 
ふ 
り 
返 
り 
や 
評 
価 

９ 学習シートを基に、学習を振り返る。 
 

□ 自分が考えた情報の活用の見通しと、実際に
解決に向けて行った学習を振り返ることができ
るよう、学習シートを活用するよう促す。  

 

⑶ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑷ 準備物 

導入用スライド、資料（イラスト、時刻表）、学習シート（Google スライド） 
 

  ⑸ 本時におけるシンキング・サイクル 
 
 
  

速さを比べる時は、単位時間当たりに進む道

のりで表すとより分かりやすい。 
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〇 第９時（９／12 時間） 
  ⑴ 目標 

【算数科】 道のりを求める方法について理解し、道のりを求めることができる。 
⑵ 本時の学習過程  

 
〇 学習活動 

・ 予想される児童の反応 

・支援 
□ 情報活用能力育成に向けた支援(ⅰ～ⅲ) 
☆評価【観点】＜情報＞（評価方法） 

Ａ 
 
課 
題 
の 
設 
定 

１ 前時の学習を振り返る。 
 ・ 速さは単位時間当たりの進んだ距離で表

す。 
 ・ 速さ＝道のり÷時間 で求められる。 
 ・ 時速は１時間当たりに進む道のりのこと

だった。 
 ・ 速さも数直線を用いて考えてきた。 
・ 速さは、時速、分速、秒速がある。 

 
２ 問題場面を知る。 
 
 
 
 
 ・ これまで学んだことを生かして道のりを

求める。 
 
３ めあてを確認する。 
 
 
 
 
４ 問題解決の見通しをもつ。 
〇 学習シートを確認する。（めあて、ゴー
ル） 

〇 どんな情報を収集したり、整理したりする
かを計画する。 

 ・ 時速は１時間当たりに進む道のりだ。 
 ・ 時速と時間から道のりが求められないか

な。 
 ⑴ 情報の収集 
  ・ 問題文から速さとかかった時間につい

ての情報を集める。 
 ⑵ 整理・分析 
  ・ 前時までのように表や数直線で整理し

てみよう。 
・ 単位量当たりの大きさのことは、まず
数直線を使って整理するのがよさそう
だ。 

〇 グループで学習シートを基に情報の活用の
見通しについて話し合う。 

□ 前時の学習における情報の活用の振り返り
を基に改善しながら本時の情報の活用の見通
しをもてるように、学習シートを振り返らせ
る。  

・ 速さは単位時間あたりに進む道のりで表し
たものであることを確認する。 

 
 
 
 
・ 時速 70km で３時間進むことをイメージで
きるように、自動車は時速約 40～50km であ
ることを示し、３時間でどこまで行けるかを
予想させる。 

・ 問題の解決のために情報を整理し、道のり
を求めることをおさえる。 

 
 
 
 
 
 
 
□ 自分の学習活動を考え、記入できるよう、
学習過程に沿っためあてとゴールを学習シー
トに掲載しておく。(ⅰ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 学習過程や情報の活用の見通しがもてるよ
うに、グループでの対話場面を設け、学習の
流れを確認させる。(ⅱ) 

□ 対話場面で学習シートの確認、共有のみで
終わらないようにするために、「なぜ、そう
したのか。」等の質問文型を示しておく。
(ⅱ) 

Ｂ 
 
情 
報 
の 
収 
集 

５ 道のりを求めるために必要な情報を集め
る。 
・ 問題文から、速さとかかった時間を調

べよう。 

・ 手が止まってしまう児童のために、友達の
問題解決の流れをタブレット端末上で確認で
きるようにする。（クラウドを用いた共同編
集機能） 

シンキング・ 

サイクル 

ツバメは、時速 70km で飛ぶことができます。

ツバメが３時間で進むことができる道のりを求

めましょう。 

速さと時間から、ツバメの進む道のりを求め

よう。 
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Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

６ 集めた情報を整理し、問題解決を行う。 
・ 道のりと時間の関係を数直線で整理し

よう。 
・ １時間で 70km 進むということをもとに

考えよう。 
・ １時間で 70km 進むなら、３時間で進む

道のりは 70×3で求められそうだ。 
〇 全体で考えを共有する。 
・ 時速 70km とは、１時間当たり 70km 進む
こと。 

・ １時間当たり 70km で３時間進むので、
210km 進む。 

 
 

〇 道のりを求める言葉の式を考える。 
 ・ 道のり＝速さ×時間 

□ ノートで考えた内容を写真に撮り、学習シ
ートに貼付することで、各自が問題に対して
考えたことを確認、共有できるようにする。  

 
 
 
 
・ 単位量当たりの大きさを用いていることを
意識できるように、「１時間あたり」「１分
間当たり」という言葉を使って説明させる。 

・ 速さと時間から進む道のりのイメージをも
たせるために、藤の木小学校から 210km 先の
場所を確認する。 

 
・ 前時に速さを言葉の式で表したことを想起
させ、道のりはどのように表せるかを考えさ
せる。 

・ 70×3 のような実際の計算式の数値と言葉
を対応させながら公式の意味を説明させる。 

Ｄ 
 
ま 
と 
め 

７ 学習のまとめをする。 
 
 

 
〇 適用問題を解く。 
 
 
 
・ 分速でもできそうだ。 
・ 分速800mを1分間当たりに進んだ道のりと
して考えよう。 

・ 道のりと時間の関係を数直線で整理しよ
う。 

☆【思・判・表①】道のりの求め方を、数直線
を用いて考え、説明している。（ノート、行
動観察） 

 
 
・ 前時に学習した分速を想起させ、分速とは
「1 分間当たりに進む道のり」であることを
おさえる。 

Ｅ 
 
説 
明 
・ 
発 
表 

  

Ｆ 
 
ふ 
り 
返 
り 
や 
評 
価 

８ 学習シートを基に、学習を振り返る。 
 

□ 自分が考えた情報の活用の見通しと、実際
に解決に向けて行った学習を振り返ることが
できるよう、学習シートを活用するよう促
す。  

 

⑶ 板書計画 

 ⑷ 準備物 
導入用スライド、問題文(ツバメ、カモメ)、学習シート（Google スライド） 

  

  

 道のりは、速さと時間を使うと求めることが

できる。 

 分速 800m で進むカモメは、５分間で何 m 進

みますか。 
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  ⑸ 本時におけるシンキング・サイクル 
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〇 第 10 時（10／12 時間） 
  ⑴ 目標 

【算数科】 時間の求め方を理解し、時間を求めることができる。 

⑵ 本時の学習過程  

 
〇 学習活動 

・ 予想される児童の反応 

・支援 
□ 情報活用能力育成に向けた支援(ⅰ～ⅲ) 

☆評価【観点】＜情報＞（評価方法） 

Ａ 
 
課 
題 
の 
設 
定 

１ 前時までの学習を振り返る。 
 ・ １時間当たりに進む道のりで表した速さ

を時速という。 
 ・ 速さ＝道のり÷時間 
 ・ 道のりは速さと時間が分かれば求めるこ

とができる。 
 ・ 道のり＝速さ×時間 で求められる。 
 
２ めあてを確認する。 
 
 
 
  
３ 問題場面を知る。 
 
 
 
 
 
 
４ 問題解決の見通しをもつ。 
〇 学習シートを確認する。（めあて、ゴー
ル） 

〇 どんな情報を収集したり、整理したりする
かを計画する。 

 ・ １時間当たりに進む道のりで表した速さ
は時速だった。 

 ・ 時速と道のりから時間が求められないか
な。 

 ⑴ 情報の収集 
 ・ 問題文から分かることは、速さと道の

りだ。 
⑵ 整理・分析 

  ・ 前時までのように表や数直線で整理し
てみよう。 

  ・ 単位量当たりの大きさのことは、まず
数直線を使って整理するのがよさそう
だ。 

  ・ 前時に使った式（道のり＝速さ×時
間）は使えないかな。 

〇 グループで学習シートを基に情報の活用の
見通しについて話し合う。 

□ 前時の学習における情報の活用の振り返り
を基に、改善しながら本時の情報の活用の見
通しをもてるように、学習シートを振り返ら
せる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 時速 25km で 400km の道のりを進むこと
をイメージできるように、時速 25km は自転
車の速度と同じくらいであることや、400km 
は、広島‐宮崎間くらいであることを実際の
台風の進路予想図や軌道と共に示す。 

 
 
・ 問題の解決のために情報を整理し、時間を
求めることをおさえる。 

□ 自分の学習活動を考え、記入できるよう、
学習過程に沿っためあてとゴールを学習シー
トに掲載しておく。(ⅰ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 学習過程や情報の活用の見通しがもてるよ
うに、グループでの対話場面を設け、学習の
流れを確認させる。(ⅱ) 

□ 対話場面で学習シートの確認、共有のみで
終わらないようにするために、「なぜ、そう
したのか。」等の質問文型を示しておく。
(ⅱ) 

Ｂ 
 
情 
報 
の 
収 
集 

５ 問題文から必要な情報を集める。 
・ 速さは時速 25 km だ。道のりは 400km

だ。 

・ 手が止まってしまう児童のために、友達の
問題解決の流れをタブレット端末上で確認で
きるようにする。（クラウドを用いた共同編
集機能） 

シンキング・ 

サイクル 

 台風が時速 25km で進んでいます。 

 この台風が、沖縄県の石垣島から那覇市まで

の 400km を進むのにかかる時間を求めましょ

う。 

速さと道のりから、時間を求める方法を考え

よう。 
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Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

６ 集めた情報を整理し、問題解決を行う。 
・ 道のりと時間の関係を表や数直線で整理
しよう。 

・ 1 時間に 25km 進むということをもとに
考えよう。 

・ １時間で 25km進むなら、400km進むた
めの時間は 400÷25 で求められそうだ。 

・ 前時で使った式で 400km 進むための時
間を□で表して計算できるのではないか。 
 

〇 全体で考えを共有する。 
 ・ 時速 25km とは、1 時間当たり 25km 進 
  むこと。 
 ・ 数直線で考えると１時間で 25km 進むな 
  ら、400km 進むための時間は 400÷25 で求 
  められる。 
 ・ １時間で 25km進むので、400km進むた

めには、□時間かかる。 
 ・ 時間を□として式を立てて考えよう。 
 ・ 25×□＝400 
     □＝400÷25 
     □＝16 
 
〇 時間を求める言葉の式を考える。 
・ 時間＝道のり÷速さ 

□ ノートで考えた内容を写真に撮り、学習シ
ートに貼付することで、各自が問題に対して
考えたことを確認、共有できるようにする。  

・ 式だけで考えている子どもには、数直線で
説明できるように促す。 

 
 
 
 
 
・ まずは、数直線で確認する。その後、どの
ような方法で求めたかを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ これまで、速さや道のりを言葉の式で表し
たことを想起させ、時間はどのように表せる
かを考えさせる。 

・ 25=400÷16のような実際の計算式の数値と
言葉を対応させながら公式の意味を説明させ
る。 

Ｄ 
 
ま 
と 
め 

７ 学習のまとめをする。 
 

 
 
 
８ 適用問題を解く。 
 
 
 
 
・ 分速でもできそうだ。 
・ 分速 65m なので、単位をそろえて 2.6km
を 2600m として考えよう。 

・ 分速65mを１分間当たりに進んだ道のりと
して考えよう。 

・ 道のりと時間の関係を表や数直線で整理し
よう。 

 
 
 
 
 
 
・ 道のりの単位が異なっていても、単位を換
算することで時間を求めることができること
をおさえる。 

☆【知・技①】速さと道のりから時間を求める
方法について理解することができる。（ノー
ト、行動観察） 

・ 第８時～本時に学習した速さ、道のり、時
間を求める方法を提示し、３つの関係をとら
えさせる。 

Ｅ 
 
説 
明 
・ 
発 
表 

  

Ｆ 
 
ふ 
り 
返 
り 
や 
評 
価 

９ 学習シートを基に、学習を振り返る。 
 

□ 自分が考えた情報の活用の見通しと、実際
に解決に向けて行った学習を振り返ることが
できるよう、学習シートを活用するよう促
す。  

 

 

  

 時間は、道のりと速さが分かっていれば求め

ることができる。（時間＝道のり÷速さ） 

 分速 65ｍで歩く人が、2.6km 歩くのにかか

る時間は何分ですか。 
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⑶ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑷ 準備物 
導入用スライド、問題文、学習シート（Google スライド） 

  ⑸ 本時におけるシンキング・サイクル 
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〇 第 11・12 時（11・12／12 時間） 
  ⑴ 目標 

【算数科】 公式を用いて速さや時間、道のりを求め、単位量当たりの大きさについて理解し、問題
を解決することができる。 

【情報】  目的に応じた情報の整理の計画を考えている。 
⑵ 本時の学習過程  

 
〇 学習活動 

・ 予想される児童の反応 

・支援 
□ 情報活用能力育成に向けた支援(ⅰ～ⅲ) 
☆評価【観点】＜情報＞（評価方法） 

Ａ 
 
課 
題 
の 
設 
定 

１ これまでの学習を振り返る。 
 ・ １時間当たりに進む道のりで表した速さ

を時速という。 
 ・ 速さ＝道のり÷時間 
 ・ 道のりは速さと時間が分かれば求めるこ

とができる。 
 ・ 道のり＝速さ×時間 で求められる。 
・ 時間＝道のり÷速さ で求められる。 
 

２ めあてを確認する。 
 
 
 
 
３ 問題を知る。 
 
 
 
 
 
 

 
４ 問題解決の見通しをもつ。 
〇 仮のコースを決める。 
 ・ Mazda Zoom-Zoom スタジアムには行きた

いな。 
 ・ 平和記念公園にも行きたい。 
 ・ 平和記念公園から近いので、健康科学館

にも行ってみよう。 
 ・ コースは、藤の木小学校→Mazda Zoom-

Zoom スタジアム→平和記念公園→健康科学
館・・・→藤の木小学校にしてみよう。 

〇 学習シートを確認する。（めあて、ゴー
ル） 

 ・ 時速は分かっている。 
・ 道のりは表から調べよう。 

 ・ 時間が分からないから数直線や公式を使
って求めよう。 

〇 収集する情報の種類と方法や、整理・分
析、まとめの方法を計画する。 

 ⑴ 情報の収集  
・ 藤の木小学校から 1 つ目の施設までの

道のりを調べる。 
・ 藤の木小学校から 1 つ目の施設までの

時間を求める。 
・ ２つ目の施設までの道のりを調べる。 
・ ２つ目の施設までの移動にかかる時間

を求める。 
・ 最後の施設から藤の木小学校までの道

のりを調べる。 
・ 最後の施設から藤の木小学校までの時

間を求める。 
 

□ これまでの学習における情報の活用の振り
返りを基に、改善しながら本時の情報の活用
の見通しをもてるように、学習シートを振り
返らせる。  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 道のりは資料から読み取り、自転車の時速 
は 15km であることを伝える。 

・ 時間を求めることが必要であることを確認 
する。 

□  施設間の道のり表の見方を確認する。 
 
 
・ 各施設の位置関係を示した地図を配付する
とともに、各施設をスライドで示しながら紹
介し、行きたいと思う所や施設間の道のりを
もとに、仮のコースを決めさせる。 

□ 友達のコースを参考にできるよう、学習シ
ートにコースを記入させる。 

□ 自分の学習活動を考え、記入できるよう、
学習過程に沿っためあてとゴールを学習シー
トに掲載しておく。(ⅰ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 移動にかかる時間を計算したとき、割り切
れない場合があることを取り上げ、四捨五入
では移動時間が足りなくなることがあるた
め、小数第２位を切り上げて計算することを
確認する。 

・ 小数で表された時間を分で表すことができ
るように、時間と分の換算表を示し、見方を
確認する。 

 
 
 
 

シンキング・ 

サイクル 

これまでに学習したことを使って、旅行の計画

を立てよう。 

 

広島市内を自転車で旅行します。藤の木小

学校を９時に出発し、１７時までには戻って

きます。どんな計画を立てますか。ただし、

各施設には１時間いることとします。 
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 ⑵ 整理・分析 
  ・ 滞在時間を考慮し、コースの計画を表

にまとめる。 
   
 ⑶ まとめ 
  ・ 整理した表を示しながら説明しよう。 
  ・ 表と地図を示しながら説明しよう。 
〇 グループで学習シートを基に情報活用の見 
 通しを話し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
□ 学習過程や情報の活用の見通しがもてるよ
うに、グループでの対話場面を設け、学習の
流れを確認させる。(ⅱ) 

□ 対話場面で学習シートの確認、共有のみで
終わらないようにするために「なぜ、そうし
たのか。」等の質問文型を示しておく。(ⅱ) 

Ｂ 
 
情 
報 
の 
収 
集 

５ 自転車旅行の計画のために必要な情報を集
める。（途中で 11 時間目が終了し、12 時間
目は続きから行う。） 
・ １つ目の施設は、Mazda Zoom-Zoom ス 
タジアム広島だ。 

 ・ 藤の木小学校からの道のりは 22km だ。 
・ かかる時間を数直線や式で考えると、 
22÷15=1.47 時間だ 

・ つまり 1時間 30 分かかる。 
・ 次は、平和記念公園に行く。 
・ Mazda Zoom-Zoom スタジアム広島から 
平和記念公園への道のりは 4km だ。 

・ かかる時間は、4÷15=0.26 時間 
・ 換算表を使うと、つまり 18 分だ。 

・ 手が止まってしまう児童のために、問題解
決の流れをタブレット端末上で確認できるよ
うにする。（クラウドを用いた共同編集機
能） 

・ 目的に応じて情報を収集できるように、必
要に応じて対話場面を設けるよう促し、友達
と協働的に考えさせる。 

☆【知・技③】公式を用いて、時間や道のりを
求めることができる。（ノート、学習シー
ト、行動観察） 

 

Ｃ 
 
整 
理 
・ 
分 
析 

６ 集めた情報を整理し、問題解決を行う。 
 ・ 滞在時間を考慮し、コースの時程を表な

どにまとめる。 
 

時刻 場所 
9:00 藤の木小学校出発 
10:30 Mazda Zoom-Zoom スタジアム広島到着 
11:30 Mazda Zoom-Zoom スタジアム広島出発 

11:48 平和記念公園到着 
・・・  

□ ノートで考えた内容を写真に撮り、学習シ
ートに貼付することで、各自が問題に対して
考えたことを共有・確認できるようにする。  

 

Ｄ 
 
ま 
と 
め 

７ 分かりやすい説明を考える。 
 ・ 整理した表を示しながら説明しよう。 
 ・ 伝わりやすい表になっているか確認しよ

う。 
 ・ 表と地図を示しながら説明しよう。 
 ・ 地図上の、行く施設に印をつけておこ

う。 

・ 選んだ施設、移動に掛かる時間、コースが
適切かどうかをグループで確認させる。 

Ｅ 
 
説 
明 
・ 
発 
表 

８ 自分の考えを説明する。 
〇 グループで説明し合う。 
 
 
〇 全体で共有する。 
 ・ Mazda Zoom-Zoom スタジアムに行くこ

とを中心にコースを考えた。 
 ・ 平和記念公園、健康科学館に行った後、

時間が余りそうだったので、５-Days こど
も文化科学館にも行きました。 

 
・ 分かりやすい説明ができているかを確認す
るために、グループで説明し合う時間を設け
る。 

・ 目的に応じた情報の収集や整理ができてい
る児童を紹介し、全体に共有する。 

 

Ｆ 
 
ふ 
り 
返 
り 
や 
評 
価 

９ 学習シートを基に、学習を振り返る。 
 
 
 
 

□ 自分が考えた情報の活用の見通しと、実際
に解決に向けて行った学習を振り返ることが
できるよう、学習シートを活用するよう促
す。  

☆＜情報 c＞目的に応じた情報の整理の計画を
考えている。（学習シート、ノート、行動観
察） 

  

旅行の計画を立てる時には、数直線や公式

を使って速さや道のりから時間を求め、表に

整理することで分かりやすく説明することが

できた。 
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⑶ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑷ 準備物 

導入用スライド、藤の木小学校および施設間の道のりの表、換算表（時間と分）、 
学習シート（Google スライド） 

  ⑸ 本時におけるシンキング・サイクル 
 
 
 


